
第12回「廃棄物処理施設維持管理技術事例研究発表会」のご案内
― 第61回「生活と環境全国大会」公開講座 ―

一般社団法人　廃棄物処理施設技術管理協会

会　長　柳　井　　薫（会長の印略）

　時下　益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。

　当協会の事業の推進つきましては、平素より格別のご高配を賜り深謝申し上げます。

　さて、当協会では廃棄物処理施設の維持管理技術の向上を図ることにより、廃棄物処理施

設の安全かつ安定的・効率的な施設管理に貢献することを目的に活動しております。

　本活動の一環として、標記事例研究発表会を本年度も別紙のとおり、第61回「生活と環

境全国大会」の共催行事として開催いたします。

　また、平成29年度の会長感謝状贈呈式ならびに年間論文賞表彰式は、例年どおり同会場

で開催いたします。

　つきましては、業務ご多端の折とは存じますが、廃棄物処理実務者の知識、技術の研鑽並

びに情報交流の場として本発表会を活用いただきたく、ご案内を申し上げます。

各都道府県・市町村廃棄物主管部（局）長　殿
廃棄物処理施設設置者・管理者　殿
廃棄物処理施設技術管理者　各位
環境カウンセラー・産業廃棄物処理責任者　殿
一般社団法人 廃棄物処理施設技術管理協会　会員各位

【お問合せ・事務局担当】
〒210-0828  川崎市川崎区四谷上町10－６
 一般財団法人 日本環境衛生センター内
一般社団法人 廃棄物処理施設技術管理協会
　　TEL． 044（288）2456
　　FAX． 044（270）5566

　　E-mail　　gikankyo-info01@jaem.or.jp
　　担　当　　谷・山根・清水

技管協発第2928号
平成29年8月15日

　　ホームページ　http://jaem.or.jp/



☆主　催：一般社団法人　廃棄物処理施設技術管理協会

☆共　催：一般財団法人　日本環境衛生センター

☆会　期：平成29年10月20日（金）

　　　　　（第61回「生活と環境全国大会」開催期間：平成29年10月18日～10月20日）

☆会　場：「四日市市文化会館」

　　　　　〒510-0075　三重県四日市市安島2丁目5-3

　　　　　・近鉄四日市駅から徒歩10分

　　　　　・JR四日市駅からタクシーで約10分

☆参加費：参加費は無料ですが、当日配布資料「抄録集」をご希望される方は、

　　　　　以下の区分で配布費を申し受けます。

　　　　　○当協会会員および講演発表者は配布費が免除されます。

　　　　　○非会員の方は、配布費3,000円となります。（当日支払い）

☆申込方法：別添「参加申込書」を当協会あてにお送りください。

　　　　　　入力用の申込書はHPからダウンロードもできます。

　　　　　  　http://jaem.or.jp/training.html

第12回「廃棄物処理施設維持管理技術事例研究発表会」
の開催について（お知らせ）

― 第61回「生活と環境全国大会」公開講座 ―
適正な廃棄物処理と官民連携

　ここ数年、我が国の廃棄物処理は変化が著しく、「廃棄物処理における官民連携」が必

要不可欠になってきています。

　施設の整備・運営における DBO 事業の増加や既存施設における長期包括運営委託事業

の増加などは目を見張るものがあり、また民間事業者への全面的な委託処理を行う市町村

もできている状況です。

　第 61 回の開催地である三重県には、広域にわたるごみ処理事業を展開する民間企業も

あるため、これらの特徴も踏まえ、今年度のテーマは、「適正な廃棄物処理と官民連携」

とし、三重県や市町村、民間企業（プラントメーカや大手処理業者）からご講演いただき、

参加者の理解を深めます。

@MIE

☆予定プログラム： ８月１５日現在（変更される場合があります）
より詳しい講演内容（概要）をホームページに随時更新してまいります。 http://jaem.or.jp/training.html

進行 時間帯 テーマ 講演者 講演者所属先

挨拶 09:30 主催者挨拶 南川　秀樹 （一財）日本環境衛生センター　理事長

09:35 開催地挨拶 木村　亮一 （一社)三重県産業廃棄物協会会長　会長

【基調講演】 09:40～10:00 一般廃棄物処理における民間活用について 宮井　英夫
環境省 環境再生・資源循環局廃棄物適正処
理推進課　課長補佐

【基調講演】 10:00～10:20
三重県の廃棄物・リサイクルに関する取組　～多様な
主体との協創～

井村　欣弘
三重県環境生活部　廃棄物対策局　廃棄物・リ
サイクル課　課長

【事例研究発表】　再生可能エネルギー・ごみ処理関係 ※　藤原　周史
（一財）日本環境衛生センター　環境工学部
次長

特別講演 10:25～10:45
廃棄物処理処分分野におけるDBO、PFIの拡がりと課
題について

保延　和義
（一社）日本環境衛生施設工業会　技術委員
会　委員長

特別講演 10:45～11:05
（仮題）官民の特徴を生かした合理的な廃棄物処理に
向けて

前山　泰彦 三重中央開発㈱

一般発表 11:05～11:20
（仮題）官民連携による四日市市クリーンセンターの運
用について

前川　篤 四日市市環境部

一般発表 11:25～11:35 ごみ処理におけるＰＰＰ事業の現状と将来展望 藤原　周史 （一財）日本環境衛生センター

一般発表 11:35～11:50 三重県津市におけるバイオマス発電事業について 金森　聖一 ＪＦＥエンジニアリング㈱

一般発表 11:50～12:05 官民連携による廃棄物エネルギー利活用等について 溝田　健一 （一財）日本環境衛生センター

昼休憩 12:05～14:05 ランチセミナー　＜無料昼食付き＞ 　　　　無料お弁当先着事前申込み150食を予定

特別講演 南川　秀樹 （一財）日本環境衛生センター　理事長

プラントメーカの最新の処理技術発表（エントリー
順）
来賓挨拶 奥村　明雄 （一財）日本環境衛生センター　会長

一般社団法人廃棄物処理施設技術管理協会　会長感謝状贈呈式

一般社団法人廃棄物処理施設技術管理協会　年間論文賞表彰式

【事例研究発表】　処理施設維持管理・適正処理関係、災害廃棄物関係
（一財）日本環境衛生センター
東日本支局　環境工学部　部長

一般発表 14:10～14:25 新たな排ガス水銀規制への対応について 秋山　兵吾 東京二十三区清掃一部事務組合

一般発表 14:25～14:40
災害時の汚泥再生処理センターにおける官民連携の
対応事例

加藤　慎司 クボタ環境サービス㈱

一般発表 14:40～14:55
新開センターにおける生物処理の負荷量低下への対
応

西尾　裕也 海部地区環境事務組合

一般発表 14:55～15:10
事業効率向上に向けた包括的民間委託導入の成果
と今後の課題

杉山　正徳 裾野市長泉町衛生施設組合

15:10～15:15 休憩 　

一般発表 15:15～15:30
日本環境衛生センターの大規模災害時の復旧・復興
への取り組みについて

河邊　安男 （一財）日本環境衛生センター

一般発表 15:30～15:45 施設の予防保全と維持管理の考え方 中内　博昭 三重中央開発㈱

一般発表 15:45～16:00
最終処分場埋立地に関するベントナイト砕石の適用
評価

遠藤　清亮 神奈川県県土整備局

一般発表 16:00～16:15
タブレット端末を使用した管理型最終処分場における
産業廃棄物の受入管理について

大上　竜也 （一財）三重県環境保全事業団

挨拶 16:15 閉会の挨拶 柳井　薫 （一社）廃棄物処理施設技術管理協会　会長

発表会終了ののち、技管協HP「教育・研修事業」のページに講演資料を公開予定（技管協会員特典）です。

【特別行事】 13:30～13:50

　　　約８題の発表を予定

①株式会社タクマ
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第12回 廃棄物処理施設維持管理技術事例研究発表会

お申し込みは、FAX 044-270-5566へ

参加申込書

参加申込 受付確認証

※事務局記載欄

上記のお申込みを確認し受付いたしましたので本証をお送りいたします。
ありがとうございました。

受付番号

（一般社団法人 廃棄物処理施設技術管理協会事務局確認欄）

□ 会員の方は当日、本確認証を受付に提示と引き換えに資料「抄録集」を受け取ってください。
□ 非会員の方で資料「抄録集」の購入を希望される場合は、当日「生活と環境全国大会」受付で
　お手続きください。

印

参加者のお名前 会員No （非会員の方は空欄）

参加者のお名前 会員No （非会員の方は空欄）

参加者のお名前 会員No （非会員の方は空欄）

1．本受付証の送信先FAX番号をご記入ください。　　 　　（　　 　）　　　　　　

2．参加者のお名前をご記入ください。会員の方は会員番号を必ずご記入ください。

@MIE

3．ランチセミナーへの参加について　（どちらかに□ ）
　　□ 参加します（人数：　　　　名）　／　□ 参加しません

担当者氏名　　　　　　　   　　 　　勤務先

所　　　属

所　在　地　〒

連絡先電話　　　　　（　　　　　）

E-MAIL 平成29年　  　月　  　日

4．本参加申込に関するご連絡先等   ※技管協会員でご登録の連絡先に同じ場合は記入不要です。

入力用の申込書はHPからダウンロードもできます。
http://jaem.or.jp/training.html
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